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研究成果の概要（和文）：本研究は、方言蔑視の強かった高度経済成長期頃に比べ、方言の価値が高まったとさ
れる今日においても、ドラマ、娯楽番組などのメディアを通して、地域方言をめぐるステレオタイプが再生産さ
れていること、特に東北方言は「田舎・粗野・下層・老人」といったマイナスイメージが依然としてみられるこ
とを明らかにした。マイナスイメージをもたせたメディア表象による現実社会における東北方言話者への悪影響
が少なくないと考えられ、東北方言母語話者のコンプレックスを強化してしまう恐れがある。多様性が叫ばれる
社会において、このような方言イメージを再生産するメディアのあり方について、より一層の改善を求めるべき
であることが分かった。

研究成果の概要（英文）：This study aims to investigate the persisitent reproduction of negative 
images of Tohoku Dialect in Japanese media even in the age of regional dialects with positive value.
 Through the investigation, I concludes that Tohoku dialet still has the negative images such as 
rusticity, roughness, lower class, aged people and so on. This image had and will have a harmful 
influence on the native speakers of Tohoku dialect, who feel inferiority complex about Tohoku 
dialect. Since diversity is pursured in present Japan, the persistent reproduction of negative 
images of Tohoku Diaect through Japanese media should be reconsidered.

研究分野： 社会言語学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、1990年代以降、メディアが方言を積極的に利用するようになって以来、方言ブームを作り出し、方言
はいいもの、大切なものという意識をつくってきたかにみえる。しかし、その内容は、例えば、東北方言は「田
舎・粗野・下層・老人」といった、依然からあるマイナスイメージをもったものである。ドラマのヒロインには
不向きなままである。このようなイメージは、東北方言母語話者にとっては、いわゆる方言コンプレックスを解
消するどころか、強化してしまうものとなっている。このようなメディア状況を改善するための手がかりの具体
例を示すことで、より分かりやすく伝え、特にメディアに従事する関係者に対して、改善を促したい。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年、方言が、テレビドラマ、娯楽番組、小説やマンガ、さらには地域おこしや被災地への

励まし、そしてインターネットでのやりとりなど様々なところで使用されるようになってきて
いる。このような状況について、方言研究者は、かつての方言が恥ずかしいもの、隠すべきも
のとされていた時期に比べ、方言が肯定的なイメージをもつようになったためだという認識を
広くもつようになってきている。戦後から高度経済成長期において、地方出身者が上京し、就
職したものの、方言コンプレックスを抱くようになり、ことばの面でも相当な苦労をしてきた
のに比べ、1980 年代以降は、全国向けのメディアで、方言が積極的に利用されるようになり、
むしろ自身のアイデンティティとしても、あるいは、自己アピールの 1つとして、方言を肯定
的にとらえるようになったのではないかという認識が支持されるようになってきた。 
また、方言話者は共通語も使えるようになり、方言と共通語を「使い分け」ることができる

ようになってきたことも、方言を肯定的にとらえるようになった要因ではないかという認識も
でてきた。TPO に合わせて、方言話者が方言を使うかどうか選択できるようになり、方言を使
用する場合は、それなりの思い・心情が込められているためであると考えられるようになって
きた。つまり、気持ちを伝えるときには、共通語ではなく、方言を使用するという発想である。 
これらの点をふまえて、本研究は、方言のイメージ、特に東北方言のイメージがメディアに

おいてどう表象されているのか、具体的な作品を取り上げて、検証しようとするものである。 
 
２．研究の目的 
 方言が様々なメディアで使用されるようになってきた現代において、はたしてそのことが何
を意味しているのかを解き明かそうとすることが本研究の目的である。 
方言が肯定的なイメージをもつようになったとする言説が、はたして、東北方言にもあては

まるのかどうかという点を検証する。つまり、東北方言は、井上史雄（1977）や田中ゆかり（2011，
2016）などのイメージ調査によると、「田舎、粗野、無教養、昔、年寄、若い女性にはふさわし
くない」などの否定的なイメージを強くもちあわせていると思われるからである。若者に人気
の関西方言、もしくは、西日本方言などと比べて、東北方言のイメージは相変わらず、否定的
なもの執拗にあるのではないかと考えられるため、2000 年代以降のメディアで、東北方言がど
のように表象されているのか、具体的に検証する。 
さらに、このようなイメージが、大学生にとってどう意識されているのかについて、可能で

あれば、日米の大学生を対象に意識調査を実施する。 
 

３．研究の方法 
本研究では、以下の 3点を中心に、メディアで具体的に使用された東北方言、ないしは、東

北方言的なものの特徴を言語学的に文字化した上で分析し、そのイメージを含めた表象のされ
方を明らかにする。その上で、日米の大学生を対象に、それらの方言が使用されたドラマや番
組を視聴してもらい、どのようなイメージをもつのか、アンケート調査する。 
 詳しくいうと、メディアで実際に用いられた東北方言の言語特徴を明らかにすることで、東
北方言をめぐり、どのようなイメージがつくられているのか考察する。テレビでは、まず、全
国向けに放送されているものの中から、NHK 連続テレビ小説のうち、東北を舞台にしたものや、
東北方言話者が登場するものを対象にする。それらの作品において、使用される東北方言の特
徴、また、東北方言話者として登場する人物の特徴、この点は、特に女性の登場人物に注目し、
方言とジェンダーから検討する。次に、娯楽番組において、共通語話者があえて東北方言を用
いてトークするというものを選び、使用された東北方言の特徴と方言を利用して語られた話題
との関係性などを分析する。これは、社会言語学では、言語越境と称される現象であり、なぜ
マジョリティ側の立場の人が、あえてマイノリティ側の方言を用いるのか、そしてその効果に
ついて検証する。 
 さらに、アメリカの文学作品の日本語訳に用いられる東北方言的なものを対象に、使用され
た言語特徴と東北方言を使用する人物特徴を明らかにする。以上を分析し、結果的に、現代の
メディアにおいて、東北方言がどのように表象されているのかを明らかにする。 
 次に、意識調査である。日本とアメリカの大学生を対象に、東北方言を用いて作られた番組
を視聴してもらい、どのようなイメージをもつのか、アンケート調査を実施する。その結果を
比較検討する。 
 
４．研究成果 
 本研究で明らかになったことを以下、5点にわたって述べる。 
 
（1）使用された東北方言 
 ドラマ作品において使用された東北方言は、他の方言使用にも共通するものであるが、全国
的によく知られたわずかの、人称を含めた語彙や文法、表現に終始し、単純化された、時に間
違った方言が強調された形で使用されている。NHK 連続テレビ小説の場合は、方言を使用する
場合には、「〇〇ことば指導」というクレジットが入るようになり、使用される方言がきちんと
したものであることを示しているが、実際に作品を分析すると、違っているものがあったりす
るため、ドラマ作品での方言使用は、あくまでドラマの展開上必要となった範囲で、都合よく



なされているにすぎないといえる。 
 娯楽番組における、共通語話者による東北方言を用いたトークは、さらに一層単純化され、
一方では濁音化が激しくなされ、アクセントやイントネーションもおかしく用いた、結果的に
共通語話者が勝手にイメージしている東北方言を再現しているにすぎないと思われる。たとえ
ば、「かいいだ」（痒い）という表現は、「だ」を付けるものであるが、東北方言ではない。むし
ろ、中部方言である。が、メディアなどでは、あたかも東北方言であるかのように用いられて
いるため、東北方言の特徴であるかのように思われてしまっている。勘違いされた東北方言が
使われているのも、共通語話者による東北方言使用としてはよくあることである。 
 アメリカ文学の日本語訳についても、白人には共通語で訳しているのに対し、「黒人奴隷」な
どには東北方言的な話し言葉で訳されている。2015年に出版された新訳2冊を調査したところ、
「黒人奴隷」には、東北方言的なものが使用されており、その中の 1冊は、旧訳よりもさらに
濁音化が激しくなされ、読む場合はともかく、実際発音しにくい東北方言にはない、濁音化が
なされている。前述した娯楽番組の場合と同様、翻訳者が共通語話者であるために、イメージ
した東北方言を再現しているものと思われる。 
 
（2）東北方言を使用する登場人物の性格付け：ジェンダーから 
 東北方言の基本的イメージは、「年寄、農民」というものであり、井上らのイメージ調査から、
「若い女性には似合わない」ということが 1970 年代指摘されてきている。この点において、2000
年代に放送された NHK で全国向けのドラマを対象に、東北を舞台にするか、東北方言話者が登
場するものを分析し、どのような人物が東北方言を話しているのかいないのかについて考察し
た。 
 結論からいうと、NHK のドラマについては、連続テレビ小説も地域ドラマも、東北を舞台と
する場合は、ヒロインは東北方言母語話者という設定をしない、もしくは、東北方言母語話者
であっても、東北方言を使わせないという傾向がみえてきた。2013 年に放送された『あまちゃ
ん』では、東京出身のヒロインが、母の郷里である岩手にやってきて、地元の方言を学び、使
うようになるが、共通語話者のイメージが前提にあり、本来の東北方言母語話者ではないとい
うイメージがある。したがって、いくらヒロインが東北方言を用いていたとしても、基本は共
通語話者であることに変わりがないのだ。さらに、ヒロイン以外でも、地元出身にもかかわら
ず、「若い」、「美人」、「専業主婦」、「都会好き」などの特徴を一つでもそなえた女性には、東北
方言を使用させていない。 
 一方、東北方言を使用する女性は、「年寄」、「がさつ」、「ヒロインに批判的（いじわる）」、「ワ
ーキングクラス」などの特徴を一つでももっているといえる。つまり、東北方言のイメージが、
このようなタイプの女性であるということを伝えてしまっている。男性の登場人物の場合は、
まだ、多様なタイプが東北方言を話している。以下の表に、NHK 連続テレビ小説２作品におけ
る、女性の登場人物の使用言語と役柄などの特徴をまとめる。 

 

表１．NHK 連続テレビ小説 2007 年放送『どんど晴れ』に登場する女性たち 

使用言語 役柄／職業 年代 その他の特徴 

 東北方言 フィアンセの祖母／ 

大女将 

最年長（80代） 上品、南部弁が上手 

中居頭 年配 ヒロインに批判的 

中居たち 中年、若い ヒロインに批判的 

 共通語話者 フィアンセの叔母／ 

女将 

年配  

フィアンセの義姉／ 

専業主婦 

若い ヒロインを支持 

中居たち 若い ヒロインを支持 

フィアンセの元同級

生／女将修行 

若い ヒロインの恋敵 

ヒロイン／女将修行 若い  

ヒロインの元同級生

／フィアンセの同僚 

若い ヒロインの友人 

ヒロインの母／専業 中年  



主婦 

写真家 若い ヒロインを支持 

旅館の客／エコノミ

スト 

中年 シングルマザー、 

キャリアウーマン 

 

表２．NHK 連続テレビ小説 2013 年放送『あまちゃん』に登場する女性たち 

 
使用言語 役柄／職業 年代 その他の特徴 
東北方言話者 ヒロインの祖母／ 

海女 
最年長  

海女たち 中年、年配  
観光協会の事務職員 中年  

共通語話者 ヒロインの母／専業
主婦 

中年 若い頃、東京にあこが
れ、アイドルをめざし
た 

ヒロイン／高校生 若い  
ヒロインの同級生 若い ミス北鉄、東京にあこ

がれ、アイドル願望が
強い 

ヒロインの同級生の
母／専業主婦 

中年 元テレビのニュース
キャスター 

女優 中年  
 
NHK 連続テレビ小説では、関西地域が舞台となると、男女問わずほぼ全員が関西方言を使用

するのとは対照的に、東北方言においては、ヒロインでさえ、東北方言を使用させない工夫を
している。2000 年代においても、1970 年代に調査した当時の東北方言のイメージである「若い
女性には似合わない」ということが変わりなくあるテレビで展開されているということが明ら
かになった。結果として、東北方言のイメージはネガティブなままである。 
 
（3）娯楽番組における東北方言とその内容 
 『徹子の部屋』スペシャルコンサートにおいて、黒柳徹子と加山雄三による「東北弁トーク」
のコーナーを分析対象とした。そこでは、普段は共通語、もしくは「女ことば」を使用してい
る、往年の大スターが、東北方言を使用して、面白おかしくトークしている。使用された東北
方言は、濁音中心で、語彙や表現などはほとんどなく、むしろくだけた、雑な共通語を濁音化
させて話しているのが特徴的である。そのため、東北方言は雑な言葉遣いであることを印象づ
けているようにみえる。また、興味深いことに、東北方言を使用した話題は、主に下世話なも
の（下半身にまつわるもの、常識では考えられないほどおかしいこと）などか大声で語られ、
結果的に、観客に笑いをさそうものとなり、主に「お笑い」的な内容に終始している。同じ「お
笑い」でも、漫才などに代表される関西方言で語られるお笑いとは違って、東北方言で醸し出
されるのは、農村風景を背景とした土臭い笑いである。 
が、そのトークは回を重ねるほどの人気があり、その点では、興行的に成功しているといえ

る。しかも、このコーナーについて、大学生に視聴してもらい、視聴する前と後で、黒柳と加
山のイメージが変わったか、また、東北方言のイメージはどうかというアンケート調査を行っ
たところ、黒柳と加山のイメージは「お堅い、都会のスター」から、「どこでもいる人のいいお
ばあさん、おじいさん」となり、より親しみがもてるようになったとしている。一方、東北方
言については、田舎くさいことばであるというイメージに変化はなかった。この点から、共通
語話者が東北方言を利用することのメリット、好感度が上がること、があり、結果的に、自分
たちにとってのイメージが高まる方言利用であるものの、東北方言のイメージは、「田舎臭い」
という否定的なままである。これは、共通語話者のいいとこ取りとしての方言利用であり、東
北方言の否定的イメージの再生産に加担しているといえる。 
 
（4）翻訳における東北方言とその使用人物 
 アメリカ文学における日本語訳について、2015 年に出版された『風と共に去りぬ』の新訳 2
冊を調査した結果、依然として、「黒人奴隷」は東北方言的な話し方で訳されていることが分か
った。白人の日本語訳は、共通語、もしくは「女ことば」であり、さらにいえば、白人女性の
言葉遣いが旧訳よりも、より「女ことば」的になっていることが特徴的としてあげられる。一
方で、「黒人奴隷」の言葉遣いは、東北方言的で、「おれ」という自称詞を使い、その他は濁音
化がみられるだけである。1 冊は、旧訳よりももっと濃い濁音化がなされ、本来の東北方言と
は違った濁音化がなされている。濁音化することが東北方言であるというイメージが伝えられ



ている。つまり、外国作品を日本語に翻訳する場合、白人とは違い、東北方言は「黒人奴隷」
などの下層階級の話すことばというイメージが維持され、再生産されてしまっている。この点
から、東北方言のイメージは、翻訳作品についてもネガティブなままである。 
 
（5）意識調査の結果 
 意識調査においては、日本語を母語とする学生に対しては、様々な機会に、東北方言を使用
しているドラマ作品や翻訳などについて、どのように感じるのか、アンケート調査を実施して
きている。そこでは、方言ブームの昨今にあっても、東北方言は依然として、「田舎のことば」
「土臭い」「年寄」「昔の言葉」「若い女性にはにあわない」などのイメージが強いままであるこ
とが明らかになっている。特に東北方言話者である大学生にとっては、今でも東北方言にイメ
ージが否定的なままであるため、自身の方言に自信がもてず、方言を隠して話すというコメン
トが常にある。 
 一方、アメリカの大学で日本語を学んでいる大学生に調査を行ったところ、上級日本語のク
ラスであっても、方言を理解するまでに至っていないことが分かり、本研究の課題もみえてき
た。日本でも若者に人気の関西方言については、アメリカの大学生もある程度は理解し、「お笑
い」の部分では、笑えるほど認知されているのだが、東北方言については全くといっていいほ
ど認知されていないことが、今回の調査によって、判明した。この点は、今後の貴重な課題と
したい。 
 
全体として、方言ブームの現代の日本社会にあって、依然として東北方言はメディアにおいて、
否定的なイメージによって表象され続けており、東北、東北方言、東北方言話者にとっては、
堂々とつかえないことばのままであることが、本研究によって、明らかにできたのではないか
と考える。今後も、メディアと方言の関係について、調査研究をしていきたい。 
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